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長引く不況を背景に、テレビや新聞などで、「貧困ビジネス」つまり生活保護受給者を利用して利益をあげるサービス

事業者について多く報道されています。戸田市には大規模な施設（無料低額宿泊所）が多数立地しており、多くの問

題点が報道されてきました。つい先日の 2011 年 5月 31 日に朝日新聞他で報道された「虚偽の求人により勧誘を行

い、生活保護費をだまし取るという手口の詐欺行為」により告発を受けたのも戸田市内の企業です。 

 

 

この問題を調査して見えてきたのは、国・県・市の３者による

責任押し付け合いの姿です。口々に、「問題は無い」、「うちの

管轄ではない」…面倒な問題には関わり合いになりたくない、

という雰囲気を感じました。こうした押し付け合いで不利益をこ

うむるのは、福祉予算を負担している納税者と、自立支援を受

けるべきホームレスの方たちです。 

私は本問題についてこれまでも、委員会や非公式なヒアリン

グなどで要望を行ってきましたが、改善される兆しはなく、６月

議会で取り上げることにしました。 

市は、例えば「市外から何人のホームレスが流入して（業者に

連れて来られて）いるのか」すら調査していないのが現状です。

まずはデータを整理し、国や県に対して強力に、制度改正や

協働の働きかけをしつつ、ある程度の負担増を市でも覚悟し

て自立支援の改善を行うのが道筋であるとし、要望。見解の

相違は多々見られたものの、最終的には「取り組んでいく」と

いう答弁を頂きました。（裏面に関連コラム掲載） 

 
 

 

 

 

前回、知事選の投票率は２５．３％と過去最低を

更新。今回も有権者の関心は高いとは言えず、震

災後の政治不信と相まって、さらに投票率が下が

る恐れがあります。 

政治家が市民第一の政治をするためには、「われ

われ有権者が政治家の仕事を評価し、その意思

表示を投票によって行っているのだ」、ということ

を見せつけなくてはなりません。 

今回のように当選者が確実視される選挙であって

も、必ず投票に行きましょう。 

埼玉県知事選 
7/31(日)投票日です。 
戸田公園駅前・ 

行政センターで 

期日前投票を！ 

（7/24 から） 

【自己紹介】酒井郁郎（さかい いくろう）●1975 年 3 月生まれの 36才 ●東京大学医学部健康科学看護学

科卒業、同大学院修了（医療政策）●2000 年：マッキンゼー入社（コンサルタント）●2003 年：㈱ポピン

ズ入社（保育）●2004 年～ ㈱エジュカルサポートを経営（医学教育）●2005 年：戸田市議会議員 919 票で

落選 ●2009 年：戸田市議会議員 1022 票で当選 ●政党：無所属 ●趣味：総合格闘技（5年） 

おはよう戸田 

戸田市の業者による貧困ビジネス

を報じる新聞記事（2011.5.31 朝日） 

～ ず っ と 住 み た い 町 を つ く り ま す ！ ～ 



【報道】戸田市の貧困ビジネス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投票率向上キャンペーンの 

取り組みが記事になりました。 

市内全域で４．８％、地区によって最大１０．６％（概算）の

投票率押し上げ効果が上がった「投票率向上キャンペー

ン」。 雑誌「日経グローカル」（日本経済新聞社）に大きく

紹介されました。 

 

 
すてないで！ 

せんきょケン 

よろしくワン！ 

2009 年 3月 「生活保護費ピンハネ？元派遣男性を半月“軟禁”」（生活保護費の強制徴収やそれを 

       実行するための施設利用者の軟禁、預金通帳の管理）産経新聞 

2009 年 9月 「大手事業者、保護費 2.5 憶円が使途不明、自治体に説明拒否」毎日新聞 

2010 年 7月 「低額宿泊所：脱税、運営者有罪」毎日新聞 

2011 年 5月 「好条件並べ勧誘、貧困ビジネス提訴」朝日新聞他 

【ご意見・ご感想をお待ちしています】 

酒井郁郎（さかい いくろう） 

〒335-8588 埼玉県戸田市上戸田 1-18-1（議会事務局内） 

TEL/FAX：048-432-9168   

E メール：ikuro.sakai@gmail.com 

チラシ内容の詳細は 

こちらです 

↓↓↓ 

酒井郁郎ウェブページ 

http://sakai.sub.jp/ 

貧困ビジネスとシティセールスの理想像 

８年前の議事録に、市内施設について述べた「よく

あんなところに住めるな」という当時の議員の発言

が記録されています。状況は今も変わりなく、失業

し住居を失った、傷ついた男たちの行きつく先がこ

れかと、同情を禁じえません。 
本問題への取り組みのヒントとなるような事例があ

ります。先日ＮＨＫでも放送された、沖縄県那覇市

におけるホームレスの自立支援、「伴走型サポート」

といいますが、大きな感銘を受けました。 
番組で取り上げられたのは、失業して住居を失った

中年男性でした。この男性が、ケースワーカーとい

っしょに手続きをし、アパートを借り、清掃の仕事

を見つけて順調に仕事ができるようになるまでを追

った内容でした。当初は自信を失い、オドオドした

表情だったこの男性が、最後には力強い表情を取り 
 

戻し、「前向きにやってるから」という、苦しんだ過

去を忘れたかのような、強気な発言が出るまでにな

りました。 
私が感銘を受けたのは、こうした制度を、全国に先

駆けて導入した那覇市に対してです。これはもう、

「国民に対して、日本再生のモチーフとなる夢のあ

る政策を提供する」という、新しい形のシティセー

ルスであると感じました。 
旧来、シティセールスといえば特産品の宣伝。典型

的なのは東国原前知事です。確かに宮崎県は有名に

なり、地鶏やマンゴーの売り上げは増えました。大

したもんだとは思いますが、わが町の産業を売り込

むのはある意味、当たり前のことです。 
その意味で那覇市の試みは、国や県に責任を押し付

けることなく、自ら一歩進んだ政策を実現した点で

卓越していると考えます。 


